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本年は年明け早々の正月元旦に能登半島地震が発生し、自然災害の脅威をあらた
めて痛感させられたところです。被災地の復興を心よりお祈りします。九州でも地
震や豪雨が次々と起こって、日頃の災害への備えの重要性を再認識しています。
我が国の人口減少と少子高齢化が進行することにより発生する社会問題「2040
年問題」が顕著に表面化しています。2050年までには人口が1億人を切り、65歳
以上の高齢化率は35％と予測されています。高齢者が増えれば病気になる人も多
くなり、医療・介護・福祉サービス充実の必要性は高くなります。
私が40年前に竹田に戻ったとき、加藤病院は150床の精神科病院でした。今は、竹田市と豊後大野市の
豊肥地域は全国でもトップクラスの高齢化になり、病院は精神科中心から高齢者対応の認知症へのアプロ
ーチを充実・強化してきました。認知症対応を強化した加藤病院の入院212床に加え、老健施設・岡の
苑、認知症グループホーム・和の郷、特養・こころの郷、有料老人ホーム・木もれ陽の施設入所入居152
床の法人合計364床を、スタッフ約350人とともに展開しています。また、平成２５年には大分県から認
知症疾患医療センターの運営委託を受け、地域での認知症の拠点病院として、行政・地域の医療機関の先
生方と連携しながら、専門病院として支援を行っています。
一方、少子高齢化に伴い、働く人の確保が課題になってきました。豊肥地域でも人員の確保が難しくな

っています。認知症の増加で医療・介護・福祉のニーズは高くなっているのに働き手が不足していること
が危惧されます。
雄仁会は、豊肥地域の医療・介護・福祉の充実のために、より働きやすい環境づくりに力を入れ、電動

化やデジタル化も活用しています。大事なことは働く人が、働きがいを持ってスキルの向上ができる環境
を充実させることです。
これからも職員一同心をひとつに合わせて、皆さまに心から安心していただける雄仁会グループづくり

を進めていきます。よろしくお願いいたします。

医療法人雄仁会と社会福祉法人雄仁会では、「病院見学」「施設見学」を随時受付中です。ご要望に応じていつでも対

応させていただきますので、電話やメールでお気軽にご相談ください。スタッフ一同心よりお待ちしております。

雄仁会で一緒に働いてみませんか？
病院見学会・施設見学会

医療法人雄仁会「公式ホームページ」

採用情報〔病院見学エントリー〕
申込みフォーム

https://yuujinkai.com/recruit/#consul

【後発医薬品とは】
後発医薬品（ジェネリック医薬品とも呼びます。）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた
後に発売される先発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果をもつ医薬品のことです。先発医薬
品より安価で、効き目や安全性は先発医薬品と同等です。

令和６年(2024年)4月1日から新しく

精神保健福祉法 がかわりました！

開始 医療保護入院の入院期間の法定化
◎医療保護入院の入院期間が、最長６か月となりました。
◎ただし、精神保健指定医による診察の結果、医療保護入院の継続が必要と判断された場合、医療保
護入院者退院支援委員会を開催し、家族等の同意（市町村長同意も含む）を得た場合に、入院期間
が更新されることになりました。

開始 精神科病院での虐待の通報制度の新設
◎精神科病院で働く人からの患者さんに対する虐待について、都道府県等への届出や通報の制度がで
きました。

開始 入院者訪問支援事業の新設
◎所定の研修を修了した入院者訪問支援員が、患者さんの希望に応じて病院を訪問し、丁寧にお話を
聞き、必要な情報を提供する制度ができました。
※患者さんとは、市町村長同意で医療保護入院をしている方等を指します。
※本事業の実施状況等は、都道府県等により異なります。

改正 地域生活への移行の促進
◎退院後生活環境相談員（退院支援の担当者）が、措置入院の場合でも必ず選任されることになりま
した。

◎措置入院・医療保護入院のどちらの場合でも、地域援助事業者の紹介を受けられるようになりまし
た。

くくわしくは、加藤病院の
相談員におたずねくださ
い！

◎ 医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に関して適切な対応ができる体制を整
えております。
◎ 医薬品の供給状況によって投与する薬剤が変更となる可能性がありますが、その際は患者様にご
説明いたします。



「介護ロボット」を導入しました。
介護老人保健施設岡の苑では、令和５年度大分県介護ロボット導入支援事業補助金及びエイジフレンドリー
補助金の支援を受けて、「介護ロボット」を導入しました。
「介護ロボット」とは
ロボットの定義は、以下３つの要素技術を有する、知能化した機械システムを指します。

①情報を感知（センサー系） ②判断し（知能・制御系） ③動作する（駆動系）
このうちロボット技術が応用され利用者の自立支援や介護者の負担の軽減に役立つ介護機器を「介護ロ
ボット」と呼んでいます。厚生労働省は、経済産業省とともに「ロボット技術の介護利用における重点分
野」を６分野13項目定め、その開発・導入を支援しています。
介護ロボットの導入にあたっては、大分県社会福祉介護研修センター（大分市明野）に併設された大分県
介護ロボット普及推進センター（令和４年６月１日開所、令和６年４月１日から大分県介護ＤＸサポートセ
ンター）の伴走支援をいただき、導入にあたってのサポートを継続して受けています。センターの目的は、
介護ロボット・ＩＣＴ機器の導入による「業務効率化・業務負担の軽減」と「介護サービスの質の向上」を
図り、「介護人材の不足」を解決していくことです。
岡の苑では、令和2年度にノーリフティングケア委員会を立ち上げ、「移乗リフト」「トランスファーボ
ード」を導入し、介護従事者の身体的・心理的負担の軽減や利用者ケアの質の向上に取り組んできました。
プロジェクトチームを立ち上げ検討した結果、併行して介護ロボットの導入に至りました。
令和５年度に岡の苑に導入した介護ロボットの概要について、次ページでご紹介します。
※「DX」とは、「デジタルトランスフォーメーション」の略で、最新のデジタル技術を活用し、業務プロ
セスや製品・サービスの質、ビジネスモデルなどを改善し、新たな価値を生み出すことです。「介護
DX」とは、デジタル技術を活用してデジタル化することで、介護の業務をより良くする取り組みのこと
を指します。

離床センサー内蔵
電動ベッド

エスパシア

３８台

パラマウントベッド株式会社

３モーター式電動ベッド。角度や
高さを記憶するメモリー機能もあ
り、食事の際等の姿勢の統一も可
能です。離床を検知するベッド内
蔵センサー「離床CATCH」を搭
載。ベッドに内蔵した荷重センサ
ーが荷重の変化を検知し、ナース
コール中継ユニットを介してベッ
ドと既存のナースコール設備をつ
なぐことで、患者様の離床行動
（起き上がり、端座位、離床、見
守り）を検知して職員に知らせま
す。

見 守 り セ ン サ ー
aams（アアムス）

一式２０台

株式会社バイオシルバー

心拍、呼吸、体動、離着床、睡眠
の状態などを離れた場所から見守
ることができるマット型の見守り
支援介護ロボットです。センサー
マットは、マットレスの下に敷く
だけで簡単に設置ができます。Ｐ
Ｃやモニター、タブレット端末等
を使用して、離れた場所からご利
用者の状態をモニタリングできま
す。ご利用者の現在の状態を一覧
画面で見やすく表示し、一人ひと
りに合わせたアラート設定が可能
です。また、ネットワークカメラ
と連携して居室の様子を確認する
ことも可能です。アラートがあっ
た際のみ映像を表示できるので、
ご利用者のプライバシーに配慮し
た運用ができます。

クリアトークカム
（インカム）

６台

株式会社ティービーアイ

クリアトークカム®は、無線や電
話といった1対1通信ではなく、
スタッフ間（グループ）での同時
会話が可能です。見守りセンサー
と連携することで、アラームが直
接耳で拾えますので、作業の手を
止めずに通知や通話に対応可能で
す。

シャワートロリー
マリーナデラックス

株式会社アマノ

シャワーをかけながら、身体の背
面をお湯につかっていただくこと
が可能です。ワンランク上のシャ
ワー入浴をお楽しみいただけま
す。背上げの角度を任意で調整で
き、水平から最大25°まで可能で
す。

 

KAIGO SWITCH (カイゴスイッチ）は、大分県介護現場革新推進事業が、
「介護テクノロジー」を中心に、「ノーリフティングケア」など進化する大
分県の介護に関する情報をお届けする Web サイトです。 

https://kaigoswitch.com/ 

大分県介護ＤＸサポートセンターが運営する介護に関する Web サイト「KAIGO SWITCH（カイゴスイッチ）」で、岡の

苑の介護ＤＸの取り組みが動画で紹介されていますのでご覧ください。 

 

▲シャワートロリーの説明 ▲電動ベッドからリフトによる移乗
を体験 

▲加藤一郎理事長から介護 DX の取り組
みについて説明 

大分県議会福祉保健生活環境委員会が岡の苑の介護DXを視察
５月１５日（水）大分県議会福祉保健生活環境委員会が、岡の苑の介護ＤＸの取り組みを視察しまし
た。三浦正臣委員長ほか委員６名と地元県議の宮成公一郎県議、森誠一県議、関係県職員の参加がありま
した。加藤一郎理事長から概要説明をした後、岡の苑の介護現場で導入した機器を体験いただきながら、
スタッフから説明を行いました。


